
10月15・16・19日



2



3



4



5



6



7



8



9



営農第一課から TEL73－9616
営農ニュース

FARMING NEWS
営農ニュース

FARMING NEWS

　8
年
産
米
の
収
穫
が
本
格
化
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す

が
、
来
年
に
向
け
た
土
づ
く
り
は
今
秋
か
ら
始
ま
り
ま
す
。

　土
づ
く
り
は「
作
物
を
作
る
上
で
の
基
礎
」と
な
り
、

異
常
気
象
に
負
け
な
い
米
づ
く
り
に
つ
な
が
っ
て
き

ま
す
。
積
極
的
な
秋
耕
と
土
づ
く
り
資
材
・
牛
糞
堆
肥

の
投
入
で
、
良
質
米
生
産
を
行
い
ま
し
ょ
う
!!

○
秋
耕

水
稲
刈
取
後
の
稲
わ
ら
等
の
残
渣
物
の
腐
熟
促
進
と
、
還
元

土
壌
へ
の
酸
素
供
給
。

イ
ネ
カ
メ
ム
シ
対
策
と
し
て
、
ひ
こ
ば
え
の
穂
が
出
る
前
に

す
き
込
む
。

○
ミ
ネ
ラ
ル
G
…
2
0
0
〜
3
0
0
㎏
／
10
ａ

　（
資
材
課
に
て
受
託
散
布
を
し
て
い
ま
す
）

水
稲
栽
培
で
消
費
さ
れ
た
ケ
イ
酸
分
、
鉄
分
、
そ
の
他
の
有

用
ミ
ネ
ラ
ル
を
補
給
し
、
倒
伏
や
病
害
虫
へ
の
抵
抗
性
を
高

め
、
健
全
な
水
稲
生
育
を
助
け
る
。

○
牛
糞
堆
肥
…
2
ｔ
／
10
ａ

　（
農
業
公
社
に
て
受
託
散
布
を
し
て
い
ま
す
）

消
費
し
た
有
機
物
を
補
給
し
、
土
壌
の
保
肥
力
・
保
水
力
を

高
め
、
安
定
し
た
肥
効
に
よ
り
、
気
象
の
変
化
に
強
い
水
稲

づ
く
り
が
で
き
る
。

※
連
用
し
て
い
る
ほ
場
は
1
〜
1
・
5
ｔ
に
し
ま
し
ょ
う
。

○
石
灰
窒
素
…
20
㎏
／
10
ａ

　（
刈
取
り
後
早
め
に
散
布
し
て
く
だ
さ
い
）

稲
わ
ら
腐
熟
促
進

○
ア
グ
リ
革
命
…
酵
素
の
力
で
稲
わ
ら
分
解

粒
剤
タ
イ
プ
、
液
剤
タ
イ
プ
2
種
類
あ
り
ま
す
。

粒
剤
：
2
㎏
／
10
a

液
剤
：
1
0
0
mL（
水
10
〜
5
0
0
L
で
希
釈
）／
10
a

水

　稲

大
麦
・
は
だ
か
麦

今
後
の
管
理（
水
稲
刈
取
後
）

令
和
9
年
産
の
ポ
イ
ン
ト

●
排
水
対
策
の
徹
底

　
湿
害
は
収
量
に
大
き
く
影
響
し
ま
す
。
湿
害
に
負
け
な
い
よ

う
早
め
に
周
囲
作
溝
を
設
置
す
る
な
ど
、
排
水
対
策
を
徹
底
し

ま
し
ょ
う
。

●
極
端
な
早
播
き
は
や
め
る

　
播
種
時
期
が
早
す
ぎ
る
と
霜
害
の
影
響
を
受
け
、
登
熟
不
良

と
な
り
収
量
減
に
つ
な
が
り
ま
す
。
ま
た
近
年
増
加
傾
向
の
黒

節
病
も
発
生
が
多
く
な
り
ま
す
。

●
適
期
の
作
業
実
施

　
生
育
状
況
を
確
認
し
、
播
種
・
追
肥
・
防
除
を
適
期
に
行
い

ま
し
ょ
う
。

●
ほ
場
準
備

　（
１
）排
水
対
策

　
中
溝
や
周
囲
作
溝
を
し
っ
か
り
と
設
置
し
、
排
水
を
行
い
ま

し
ょ
う
。

○
周
囲
作
溝
　
深
さ
30
㎝
程
度
で
必
ず
排
水
口
に
つ
な
ぐ
。

中
溝
よ
り
深
く
施
工
す
る
。
排
水
が
悪
い

ほ
場
で
は
、
稲
の
収
穫
後
で
き
る
だ
け
早

め
に
天
候
が
良
い
う
ち
に
作
業
す
る
。

○
弾
丸
暗
渠
　
本
暗
渠
と
直
角
ま
た
は
斜
め
に
交
差
さ
せ

る
。
間
隔
の
基
準
は
2
〜
3
ｍ
と
す
る
。

○
中
溝
施
工
　
ロ
ー
タ
リ
ー
の
幅
や
、
土
壌
条
件
に
よ
っ
て

決
定
す
る
。
概
ね
６
ｍ
、
深
さ
20
〜
30
㎝
で

施
し
、
必
ず
周
囲
作
溝
に
つ
な
げ
る
。

　
　
　
　
　
　
小
明
渠
作
溝
同
時
浅
溝
播
種
の
場
合
で
も

中
溝
を
施
工
す
る
。

　（
2
）土
づ
く
り

○
ｐ
Ｈ
調
整
　
中
性
土
壌（
ｐ
Ｈ
７
程
度
）を
好
む
作
物
で

す
の
で
、
ミ
ネ
ラ
ル
Ｇ
か
タ
ン
カ
ル
で
ｐ

Ｈ
調
整
を
行
う
。

基
準
量
：
ミ
ネ
ラ
ル
Ｇ
　
2
0
0
〜
3
0
0
㎏
／
10
a

（
３
）雑
草
対
策

秋
耕
を
早
期
に
実
施
し
、
異
常
気
象
・
病
害
虫

に
負
け
な
い
土
づ
く
り
を
行
い
ま
し
ょ
う
！

薬剤名 適用雑草 散布時期 薬量
（10a当り）

希釈水量
（10a当り）

使用
回数

プリグ
ロックス L

サン
フーロン
液剤

600

～

1,000㎖

200

～

500mL

250

～

500mL

4 回

3 回

3 回

100

～

150L

50

～

100L

ラウンド
アップ
マックス
ロード

一年生雑草

一年生雑草

一年生雑草

一年生雑草
及び
多年生

イネ科雑草

播種前又は
播種後出芽前

耕起7日前まで
（雑草生育期） 

耕起前又は
播種前まで

（雑草生育期）
播種後出芽前
（雑草生育期）

少量散布
5～25L

通常散布
50～100L
少量散布
25～50L

耕起前又は
播種前まで

（雑草生育期）

※ほ場に雑草が多く、播種作業に支障が生じる場合は事前に雑草を枯らしてから播種を行う。

　
　
　
　
タ
ン
カ
ル
　
　
1
5
0
〜
3
0
0
㎏
／
10
a

　
　
　
　
カ
キ
テ
ツ
　
1
0
0
㎏
／
10
a

　
　
　
　
※
施
用
量
は
土
壌
ｐ
Ｈ
を
実
際
に
計
っ
て

　
　
　
　
か
ら
施
用
量
を
決
定
す
る
。

　
　
　
　
土
壌
分
析
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
営
農
第

　
　
　
　
一
課
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

○
堆
肥
施
用
　
牛
糞
完
熟
堆
肥（
基
準
量
：
2
t
／
10
a
）

を
投
入
し
、
土
づ
く
り
を
行
う
。
未
熟
堆

肥
を
投
入
す
る
と
生
育
ム
ラ
や
、
次
作
で

の
雑
草
の
繁
茂
が
懸
念
さ
れ
る
の
で
完
熟

堆
肥
を
使
う
。

令
和
8
年
産
島
根
米
の
概
算
金
が
決
定
!!

品　　種

つきあかり

コシヒカリ

つや姫（特別栽培米）

きぬむすめ

銘柄モチ

年産
８年
７年
８年
７年
８年
７年
８年
７年
８年
７年

１等　
15,200
27,600
15,800
28,200
16,400
29,000
15,600
27,800
18,000
28,800

１等上 
－　
－　

16,000
28,400
16,600
29,200
15,800
28,000
－　
－　

60㎏紙袋、円(税込)

２等　
14,800
27,200
15,400
27,800
16,000
28,600
15,200
27,400
17,100
27,900

３等　
13,600
26,200
14,200
26,800
－　
－　

14,000
26,400
16,100
26,900

★JAしまね米

大

　豆

病
害
虫
防
除

　
開
花
後
30
日
頃
が
、
紫
斑
病
・
カ
メ
ム
シ
の
防
除
時

期
で
す
。
ま
た
、
ヨ
ト
ウ
ム
シ
に
つ
い
て
も
発
生
が
多

い
時
期
に
な
り
ま
す
。
適
期
防
除
を
お
願
い
し
ま
す
。

開
花
期
以
降
、
降
雨
の
日
が
多
い
と
紫
斑
病
の
発
生
が

多
く
な
り
ま
す
。
特
に
タ
マ
ホ
マ
レ
は
弱
い
の
で
注
意

し
ま
し
ょ
う
。

★紫斑病・カメムシ

※展着剤を加用して下さい。

≪動噴・ハイクリブームの場合≫
適用病害虫名
紫斑病
カメムシ類
カメムシ類

農薬名
トライフロアブル
スミチオン乳剤
トレボンEW

希釈倍数
1,000倍
1,000倍
1,000倍

使用時期
収穫14日前まで
収穫２１日前まで
収穫１４日前まで

使用液量（10a）
１００～３００L
１００～３００L
１００～3００L

≪ドローンの場合≫
適用病害虫名

紫斑病

カメムシ類
カメムシ類

農薬名

トライフロアブル

スミチオン乳剤
トレボンエアー

希釈倍数
8倍
16倍
8倍
8倍

使用時期

収穫14日前まで

収穫２１日前まで
収穫14日前まで

使用液量（10a）
0.8L
1.6L
0.8L
0.8L

★ハスモンヨトウ
適用病害虫名
ハスモンヨトウ

農薬名
ブロフレアSC

希釈倍数
2,000 ～ 4,000倍

使用時期
収穫前日まで

使用液量（10a）
100～300L

※

Ｊ
Ａ
し
ま
ね
米
と
は
、
次
の
要
件
を
す
べ
て
満

た
し
た
も
の
で
す
。

　
①
出
荷
契
約
書
が
提
出
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

　
②
種
子
更
新
が
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

　
③
農
産
物
検
査
を
受
検
し
て
い
る
こ
と
。

　
④
栽
培
履
歴
が
提
出
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

※

Ｊ
Ａ
し
ま
ね
米
の
要
件
を
満
た
さ
な
い
場
合
は
、

▲
1
，
4
0
0
円
／
60
㎏
で
す
。

※

1.9
㎜
ふ
る
い
目
１
等
米
は
（
上
）
単
価
で
す
。

※

検
査
時
の
水
分
値
に
つ
い
て
、
左
記
の
価
格
減

算
が
あ
り
ま
す
。

　 （
対
象
品
種
：
コ
シ
ヒ
カ
リ
・
き
ぬ
む
す
め
の
１

等
（
上
）
と
２
等
）

　
　
高
水
分
（
15
・
6
％
以
上
16
・
0
％
以
下
）

は
▲
5
0
0
円
／
60
㎏
と
し
ま
す
。

※

も
ち
米
へ
の
う
る
ち
米
混
入
は
▲
8
0
0
円
／

60
㎏
と
し
ま
す
。
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収
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し
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こ
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で
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が
、
来
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く
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ら
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。
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を
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で
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り
、

異
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気
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に
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な
い
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く
り
に
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ま
す
。
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り
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・
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、
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!!

○
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耕
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稲
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後
の
稲
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等
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残
渣
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の
腐
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促
進
と
、
還
元

土
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へ
の
酸
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供
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。

イ
ネ
カ
メ
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シ
対
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と
し
て
、
ひ
こ
ば
え
の
穂
が
出
る
前
に

す
き
込
む
。

○
ミ
ネ
ラ
ル
G
…
2
0
0
〜
3
0
0
㎏
／
10
ａ

　（
資
材
課
に
て
受
託
散
布
を
し
て
い
ま
す
）

水
稲
栽
培
で
消
費
さ
れ
た
ケ
イ
酸
分
、
鉄
分
、
そ
の
他
の
有

用
ミ
ネ
ラ
ル
を
補
給
し
、
倒
伏
や
病
害
虫
へ
の
抵
抗
性
を
高

め
、
健
全
な
水
稲
生
育
を
助
け
る
。

○
牛
糞
堆
肥
…
2
ｔ
／
10
ａ

　（
農
業
公
社
に
て
受
託
散
布
を
し
て
い
ま
す
）

消
費
し
た
有
機
物
を
補
給
し
、
土
壌
の
保
肥
力
・
保
水
力
を

高
め
、
安
定
し
た
肥
効
に
よ
り
、
気
象
の
変
化
に
強
い
水
稲

づ
く
り
が
で
き
る
。

※
連
用
し
て
い
る
ほ
場
は
1
〜
1
・
5
ｔ
に
し
ま
し
ょ
う
。

○
石
灰
窒
素
…
20
㎏
／
10
ａ

　（
刈
取
り
後
早
め
に
散
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し
て
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だ
さ
い
）

稲
わ
ら
腐
熟
促
進

○
ア
グ
リ
革
命
…
酵
素
の
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で
稲
わ
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解
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剤
タ
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、
液
剤
タ
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種
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あ
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す
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㎏
／
10
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液
剤
：
1
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0
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水
10
〜
5
0
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L
で
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釈
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10
a

水
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大
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・
は
だ
か
麦

今
後
の
管
理（
水
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刈
取
後
）

令
和
9
年
産
の
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ト

●
排
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対
策
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湿
害
は
収
量
に
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影
響
し
ま
す
。
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害
に
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よ
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早
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に
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囲
作
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を
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す
る
な
ど
、
排
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対
策
を
徹
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し

ま
し
ょ
う
。

●
極
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な
早
播
き
は
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る
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時
期
が
早
す
ぎ
る
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霜
害
の
影
響
を
受
け
、
登
熟
不
良

と
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り
収
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に
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が
り
ま
す
。
ま
た
近
年
増
加
傾
向
の
黒

節
病
も
発
生
が
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く
な
り
ま
す
。

●
適
期
の
作
業
実
施

　
生
育
状
況
を
確
認
し
、
播
種
・
追
肥
・
防
除
を
適
期
に
行
い

ま
し
ょ
う
。

●
ほ
場
準
備

　（
１
）排
水
対
策

　
中
溝
や
周
囲
作
溝
を
し
っ
か
り
と
設
置
し
、
排
水
を
行
い
ま

し
ょ
う
。

○
周
囲
作
溝
　
深
さ
30
㎝
程
度
で
必
ず
排
水
口
に
つ
な
ぐ
。

中
溝
よ
り
深
く
施
工
す
る
。
排
水
が
悪
い

ほ
場
で
は
、
稲
の
収
穫
後
で
き
る
だ
け
早

め
に
天
候
が
良
い
う
ち
に
作
業
す
る
。

○
弾
丸
暗
渠
　
本
暗
渠
と
直
角
ま
た
は
斜
め
に
交
差
さ
せ

る
。
間
隔
の
基
準
は
2
〜
3
ｍ
と
す
る
。

○
中
溝
施
工
　
ロ
ー
タ
リ
ー
の
幅
や
、
土
壌
条
件
に
よ
っ
て

決
定
す
る
。
概
ね
６
ｍ
、
深
さ
20
〜
30
㎝
で

施
し
、
必
ず
周
囲
作
溝
に
つ
な
げ
る
。

　
　
　
　
　
　
小
明
渠
作
溝
同
時
浅
溝
播
種
の
場
合
で
も

中
溝
を
施
工
す
る
。

　（
2
）土
づ
く
り

○
ｐ
Ｈ
調
整
　
中
性
土
壌（
ｐ
Ｈ
７
程
度
）を
好
む
作
物
で

す
の
で
、
ミ
ネ
ラ
ル
Ｇ
か
タ
ン
カ
ル
で
ｐ

Ｈ
調
整
を
行
う
。

基
準
量
：
ミ
ネ
ラ
ル
Ｇ
　
2
0
0
〜
3
0
0
㎏
／
10
a

（
３
）雑
草
対
策

秋
耕
を
早
期
に
実
施
し
、
異
常
気
象
・
病
害
虫

に
負
け
な
い
土
づ
く
り
を
行
い
ま
し
ょ
う
！

薬剤名 適用雑草 散布時期 薬量
（10a当り）

希釈水量
（10a当り）

使用
回数

プリグ
ロックス L

サン
フーロン
液剤

600

～

1,000㎖

200

～

500mL

250

～

500mL

4 回

3 回

3 回

100

～

150L

50

～

100L

ラウンド
アップ
マックス
ロード

一年生雑草

一年生雑草

一年生雑草

一年生雑草
及び
多年生

イネ科雑草

播種前又は
播種後出芽前

耕起7日前まで
（雑草生育期） 

耕起前又は
播種前まで

（雑草生育期）
播種後出芽前
（雑草生育期）

少量散布
5～25L

通常散布
50～100L
少量散布
25～50L

耕起前又は
播種前まで

（雑草生育期）

※ほ場に雑草が多く、播種作業に支障が生じる場合は事前に雑草を枯らしてから播種を行う。

　
　
　
　
タ
ン
カ
ル
　
　
1
5
0
〜
3
0
0
㎏
／
10
a

　
　
　
　
カ
キ
テ
ツ
　
1
0
0
㎏
／
10
a

　
　
　
　
※
施
用
量
は
土
壌
ｐ
Ｈ
を
実
際
に
計
っ
て

　
　
　
　
か
ら
施
用
量
を
決
定
す
る
。

　
　
　
　
土
壌
分
析
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
営
農
第

　
　
　
　
一
課
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

○
堆
肥
施
用
　
牛
糞
完
熟
堆
肥（
基
準
量
：
2
t
／
10
a
）

を
投
入
し
、
土
づ
く
り
を
行
う
。
未
熟
堆

肥
を
投
入
す
る
と
生
育
ム
ラ
や
、
次
作
で

の
雑
草
の
繁
茂
が
懸
念
さ
れ
る
の
で
完
熟

堆
肥
を
使
う
。

令
和
8
年
産
島
根
米
の
概
算
金
が
決
定
!!

品　　種

つきあかり

コシヒカリ

つや姫（特別栽培米）

きぬむすめ

銘柄モチ

年産
８年
７年
８年
７年
８年
７年
８年
７年
８年
７年

１等　
15,200
27,600
15,800
28,200
16,400
29,000
15,600
27,800
18,000
28,800

１等上 
－　
－　

16,000
28,400
16,600
29,200
15,800
28,000
－　
－　

60㎏紙袋、円(税込)

２等　
14,800
27,200
15,400
27,800
16,000
28,600
15,200
27,400
17,100
27,900

３等　
13,600
26,200
14,200
26,800
－　
－　

14,000
26,400
16,100
26,900

★JAしまね米

大

　豆

病
害
虫
防
除

　
開
花
後
30
日
頃
が
、
紫
斑
病
・
カ
メ
ム
シ
の
防
除
時

期
で
す
。
ま
た
、
ヨ
ト
ウ
ム
シ
に
つ
い
て
も
発
生
が
多

い
時
期
に
な
り
ま
す
。
適
期
防
除
を
お
願
い
し
ま
す
。

開
花
期
以
降
、
降
雨
の
日
が
多
い
と
紫
斑
病
の
発
生
が

多
く
な
り
ま
す
。
特
に
タ
マ
ホ
マ
レ
は
弱
い
の
で
注
意

し
ま
し
ょ
う
。

★紫斑病・カメムシ

※展着剤を加用して下さい。

≪動噴・ハイクリブームの場合≫
適用病害虫名
紫斑病
カメムシ類
カメムシ類

農薬名
トライフロアブル
スミチオン乳剤
トレボンEW

希釈倍数
1,000倍
1,000倍
1,000倍

使用時期
収穫14日前まで
収穫２１日前まで
収穫１４日前まで

使用液量（10a）
１００～３００L
１００～３００L
１００～3００L

≪ドローンの場合≫
適用病害虫名

紫斑病

カメムシ類
カメムシ類

農薬名

トライフロアブル

スミチオン乳剤
トレボンエアー

希釈倍数
8倍
16倍
8倍
8倍

使用時期

収穫14日前まで

収穫２１日前まで
収穫14日前まで

使用液量（10a）
0.8L
1.6L
0.8L
0.8L

★ハスモンヨトウ
適用病害虫名
ハスモンヨトウ

農薬名
ブロフレアSC

希釈倍数
2,000 ～ 4,000倍

使用時期
収穫前日まで

使用液量（10a）
100～300L

※

Ｊ
Ａ
し
ま
ね
米
と
は
、
次
の
要
件
を
す
べ
て
満

た
し
た
も
の
で
す
。

　
①
出
荷
契
約
書
が
提
出
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

　
②
種
子
更
新
が
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

　
③
農
産
物
検
査
を
受
検
し
て
い
る
こ
と
。

　
④
栽
培
履
歴
が
提
出
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

※

Ｊ
Ａ
し
ま
ね
米
の
要
件
を
満
た
さ
な
い
場
合
は
、

▲
1
，
4
0
0
円
／
60
㎏
で
す
。

※

1.9
㎜
ふ
る
い
目
１
等
米
は
（
上
）
単
価
で
す
。

※

検
査
時
の
水
分
値
に
つ
い
て
、
左
記
の
価
格
減

算
が
あ
り
ま
す
。

　 （
対
象
品
種
：
コ
シ
ヒ
カ
リ
・
き
ぬ
む
す
め
の
１

等
（
上
）
と
２
等
）

　
　
高
水
分
（
15
・
6
％
以
上
16
・
0
％
以
下
）

は
▲
5
0
0
円
／
60
㎏
と
し
ま
す
。

※

も
ち
米
へ
の
う
る
ち
米
混
入
は
▲
8
0
0
円
／

60
㎏
と
し
ま
す
。
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ニュース トピックスニュース トピックス

教
室
で
ス
ラ
イ
ム
づ
く
り
を
体
験
し
ま
し
た
。

　
昼
食
づ
く
り
で
は
、「
ち
ゃ
ぐ
り
ん
」
掲
載

の
レ
シ
ピ
を
参
考
に
、
ポ
ー
ク
ケ
チ
ャ
ッ
プ
、

グ
リ
ー
ン
サ
ラ
ダ
、
ジ
ャ
ガ
イ
モ
の
ポ
タ
ー

ジ
ュ
、
モ
モ
の
オ
ム
レ
ッ
ト
の
４
品
に
挑
戦
。

子
ど
も
た
ち
は
親
子
や
友
達
と
協
力
し
な
が

ら
、
楽
し
そ
う
に
調
理
に
取
り
組
ん
で
い
ま

し
た
。

　
参
加
し
た
子
ど
も
た
ち
か
ら
は
、「
食
農

ク
イ
ズ
で
い
ろ
ん
な
こ
と
が
知
れ
て
よ
か
っ

た
」「
ス
ラ
イ
ム
づ
く
り
が
楽
し
か
っ
た
」「
料

理
が
お
い
し
か
っ
た
」
と
い
っ
た
感
想
が
寄

せ
ら
れ
ま
し
た
。「
家
で
も
お
母
さ
ん
と
一

緒
に
作
り
た
い
」

「
来
年
も
ま
た
参

加
し
た
い
」
と

い
う
前
向
き
な

声
も
聞
か
れ
ま

し
た
。
子
ど
も

同
士
で
教
え
合

い
、
学
ぶ
姿
が

多
く
見
ら
れ
、

夏
休
み
の
思
い

出
づ
く
り
に
も

つ
な
が
る
一
日

と
な
り
ま
し
た
。

 

空
の
旅
人
へ
贈
る
ア
ー
ト

　

　自
動
操
舵
で
描
く

　
　
　
　
　「し
ま
ね
っ
こ
」

　
８
月
10
日
、
出
東
地
区
の
錦
織
健
治
さ
ん

 

夏
休
み
ち
ゃ
ぐ
り
ん
フ
ェ
ス
タ

　地
域
と
子
ど
も
を
つ
な
ぐ

　
　
　
　

  

食
農
教
育
を
実
践

　
８
月
７
日
、
ひ
か
わ

あ
ぐ
り
キ
ッ
チ
ン

ふ
ぁ
み
ー
ゆ
で
「
夏

休
み
ち
ゃ
ぐ
り
ん

フ
ェ
ス
タ
」
を
開
催
し

ま
し
た
。
当
日
は
子
ど

も
17
名
と
保
護
者
７
名

が
参
加
し
、Ｊ
Ａ
女
性

部
員
４
名
も
調
理
補
助

と
し
て
サ
ポ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　
こ
の
取
り
組
み
は
、Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
が
推
進

す
る
子
ど
も
向
け
雑
誌
「
ち
ゃ
ぐ
り
ん
」
の

記
事
を
活
用
し
、食
や
農
業
へ
の
関
心
を
深
め
、

Ｊ
Ａ
を
よ
り
身
近
に
感
じ
て
も
ら
う
と
と
も

に
、
夏
休
み
の
思
い
出
づ
く
り
や
友
達
づ
く

り
の
場
と
し
て
開
催
し
て
い
ま
す
。

　
当
日
は
、「
ち
ゃ
ぐ
り
ん
」
８
月
号
の
内
容

を
用
い
た
食
農
ク
イ
ズ
で
盛
り
上
が
っ
た
ほ
か
、

Ｊ
Ａ
サ
テ
ラ
イ
ト
プ
ラ
ス
に
よ
る
科
学
あ
そ
び

 
鈴
な
り
の
枝
豆
、

  
力
い
っ
ぱ
い
引
き
抜
こ
う
！

　
７
月
28
日
、
あ
い
川
保
育
園
の
園
児
た
ち

が
、
園
の
畑
で
Ｔ
Ａ
Ｃ
職
員
の
指
導
の
も
と

枝
豆
の
収
穫
体
験
を
行
い
ま
し
た
。
こ
の
枝

豆
は
、
５
月
中
旬
に
園
児
た
ち
が
自
ら
種
を

ま
き
、
日
々
の
水
や
り
を
通
し
て
収
穫
を
心

待
ち
に
し
て
い
た
も
の
で
す
。

　
当
日
は
、Ｔ
Ａ
Ｃ
職
員
か
ら
「
５
月
に
み
ん

な
が
ま
い
た
種
が
、
こ
ん
な
に
大
き
く
育
ち

ま
し
た
。
根
元
を
し
っ
か
り
握
っ
て
、
力
を

込
め
て
引
き
抜
い
て
み
ま
し
ょ
う
」
と
説
明

し
ま
し
た
。

　
園
児
た
ち
は
小
さ
な
手
で
懸
命
に
根
元
を

つ
か
み
、
枝
豆
の
株
を
引
き
抜
き
ま
す
。
大

き
な
株
を
相
手
に
「
重
た
い
！
」
と
苦
戦
す

る
子
も
い
ま
し
た
が
、
そ
ん
な
と
き
は
「
一

緒
に
や
ろ
う
！
」
と
友
だ
ち
と
協
力
し
て
力

を
合
わ
せ
る
姿
が
見
ら
れ
ま
し
た
。
自
分
た

ち
で
育
て
た
枝
豆
を
収
穫
し
、
食
育
の
大
切

さ
を
学
ぶ
貴
重
な
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

 

の
ほ
場
で
、
自
動
操
舵
装
置
を
搭
載
し
た

ト
ラ
ク
タ
ー
を
使
用
し
、
田
ん
ぼ
ア
ー
ト

が
描
か
れ
ま
し
た
。

　
田
ん
ぼ
ア
ー
ト
の
舞
台
と
な
っ
た
の
は
、

出
雲
縁
結
び
空
港
を
離
着
陸
す
る
飛
行
機

か
ら
見
下
ろ
す
こ
と
が
で
き
る
地
域
で
す
。

１
４
０
ア
ー
ル
と
１
０
０
ア
ー
ル
の
２
区

画
の
田
ん
ぼ
に
、
そ
れ
ぞ
れ
島
根
県
観
光

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
「
し
ま
ね
っ
こ
」
の
イ
ラ

ス
ト
と
、
水
稲
の
新
品
種
「
つ
ぶ
き
ら
り
」

の
文
字
を
浮
か
び
上
が
ら
せ
ま
し
た
。

　
本
企
画
は
、
一
昨
年
に
続
き
今
回
が
２

回
目
で
、
青
年
連
盟
の
盟
友
で
も
あ
る
錦

織
さ
ん
が
、
盟
友
か
ら
公
募
し
た
デ
ザ
イ

ン
を
採
用
し
て
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
「
ト
ラ
ク
タ
ー
の
自
動
操
舵
装
置

を
活
用
し
た
作
業
体
験
」
も
兼
ね
て
お
り
、

当
日
参
加
し
た
盟
友
た
ち
に
と
っ
て
最
先

端
の
農
業
技
術
に
触
れ
る
貴
重
な
機
会
と

な
り
ま
し
た
。

　
作
業
で
は
、
あ
ら
か
じ
め
ほ
場
情
報
と

イ
ラ
ス
ト
の
デ
ー
タ
を
自
動
操
舵
装
置
に

入
力
し
、
耕
う
ん
が
始
ま
る
と
、
わ
ず
か

３
セ
ン
チ
の
誤
差
で
ト
ラ
ク
タ
ー
が
正
確
に

自
動
走
行
し
ま
し
た
。
参
加
し
た
メ
ン
バ
ー

は
交
代
で
最
新
技
術
を
体
験
し
、
設
計
図
通

り
の
緩
や
か
な
曲
線
や
直
線
を
描
き
な
が
ら
、

約
２
時
間
で
作
業
を
完
了
さ
せ
ま
し
た
。

　
自
動
操
舵
を
体
験
し
た
施
設
園
芸
農
家
の

玉
木
真
二
さ
ん
は
、「
普
段
は
使
わ
な
い
大
型

機
械
や
そ
の
機
能
に
触
れ
る
こ
と
が
で
き
、
大

変
勉
強
に
な
っ
た
。
大
規
模
経
営
の
農
家
に

と
っ
て
、
こ
の
技
術
は
作
業
効
率
を
大
き
く
高

め
る
強
力
な
味
方
に
な
る
と
思
う
」
と
、
そ
の

利
便
性
を
実
感
し
た
様
子
で
し
た
。

 

猛
暑
に
負
け
ず
野
菜
を
出
荷

　野
菜
等
出
荷
者
協
議
会

　
　
　
　

  

感
謝
の
集
い
開
催

　
８
月
20
日
野
菜
等
出
荷
者
協
議
会
は
、
荘
原

地
区
の
出
雲
空
港
ホ
テ
ル
で
、
日
ご
ろ
の
出
荷

活
動
を
労
い
会
員
同
士
の
親
睦
を
深
め
る
た
め
、

「
感
謝
の
集
い
」
を
開
催
し
ま
し
た
。
当
日
は
、

グ
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
へ
農
産
物
を
出
荷
す
る
会

員
ら
73
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
開
会
に
あ
た
り
、
高
橋
進
会
長
は
「
連
日
の

猛
暑
の
中
、
新
鮮

な
農
産
物
を
絶
え

ず
出
荷
し
て
く
だ

さ
り
心
か
ら
感
謝

し
ま
す
。
本
日
は

さ
さ
や
か
な
会
で

す
が
、
交
流
を
通

じ
て
親
睦
を
深
め

て
く
だ
さ
い
」
と
会
員
へ
の
労
い
の
言
葉
を

述
べ
ま
し
た
。

 

　
昼
食
会
で
は
、
出
雲
市
出
身
の
演
歌
歌
手
、

綿
貫
ゆ
か
さ
ん
に
よ
る
歌
謡
シ
ョ
ー
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
綿
貫
さ
ん
の
力
強
い
歌
声
で
オ

リ
ジ
ナ
ル
曲
「
花
鳥
風
月
〜
w
i
n
d 

o
f 

I
z
u
m
o
」や
時
代
劇
主
題
歌
の
メ
ド
レ
ー

が
披
露
さ
れ
る
と
、
会
場
は
大
い
に
盛
り
上

が
り
ま
し
た
。
客
席
を
回
っ
て
の
交
流
や
記

念
撮
影
な
ど
、終
始
楽
し
い
ひ
と
と
き
と
な
り
、

会
員
の
皆
様
は
日
頃
の
疲
れ
を
癒
や
し
、
英

気
を
養
い
ま
し
た
。

 

　
最
後
に
、
川
上
貴
史
生
活
部
長
が
あ
い

さ
つ
し
、「
先
日
の
お
盆
セ
ー
ル
で
も
多
く

の
お
客
様
に
ご
来
店
い
た
だ
き
ま
し
た
。

お
客
様
は
真
っ
先

に
産
直
コ
ー
ナ
ー

へ
足
を
運
ば
れ
ま

す
」「
グ
リ
ー
ン

セ
ン
タ
ー
は
、
皆

様
の
出
荷
が
あ
っ

て
こ
そ
成
り
立
っ

て
い
ま
す
」
と
感

謝
の
意
を
伝
え
、

会
を
締
め
く
く
り

ま
し
た
。

 

園
児
が
旬
の
ぶ
ど
う
を

  

収
穫
体
験 

伊
波
野
保
育
園

　
８
月
21
日
、
伊
波
野
地
区
の
ぶ
ど
う
ハ

ウ
ス
に
て
、
伊
波
野
保
育
園
の
年
長
組
園

児
24
名
を
招
い
た
ぶ
ど
う
収
穫
体
験
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
斐
川
ぶ
ど
う
生

産
組
合
青
年
部
、Ｊ
Ａ
し
ま
ね
斐
川
青
年
連

盟
お
よ
び
斐
川
地
区
本
部
が
、
食
農
教
育

の
一
環
と
し
て
企
画
し
た
も
の
で
す
。

　
園
児
た
ち
は
脚
立
に
上
り
、
大
切
に
育

て
ら
れ
た
巨
峰
の
房
へ
慎
重
に
鋏
を
入
れ

ま
し
た
。
手
に
し
た
瞬
間
の
ず
っ
し
り
と

し
た
重
み
に
驚
き
な
が
ら
も
、
収
穫
の
喜

び
を
笑
顔

で
分
か
ち

合
っ
て
い

ま
し
た
。

　
一
人
２

房
ず
つ
収

穫
し
た
園

児
に
対
し
、

青
年
部
の

田
代
稔
さ

ん
は
「
収

穫
体
験
の

思
い
出
を

家
族
と
話

し
な
が
ら
、
ぶ
ど
う
を
味
わ
っ
て
く
だ
さ
い
」

と
語
り
か
け
ま
し
た
。地
域
の
特
産
品
に
触
れ
、

豊
か
な
実
り
に
感
謝
す
る
貴
重
な
ひ
と
と
き

と
な
り
ま
し
た
。

  

実
り
の
秋
へ

　令
和
8
年
産
米
初
検
査
式

　
8
月
26
日
、
総
合
基
幹
施
設
に
て
令
和
8

年
産
米
の
初
検
査
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
今
回
の
初
検
査
で
は
、
島
根
県
の
銘
柄
米

で
あ
る
「
つ
や
姫
」「
つ
き
あ
か
り
」「
ヒ
メ

ノ
モ
チ
」「
峰
の
雪
も
ち
」
の
4
銘
柄
６
，
４

１
９
袋
が
検
査
場
に
並
び
ま
し
た
。

　
検
査
員
は
、
検
査
結
果
に
つ
い
て
「
米
の

粒
張
り
、
粒
揃
い
、
光
沢
、
充
実
度
は
平
年

並
み
で
あ
る
が
、
高
温
の
影
響
に
よ
り
、
心

白
粒
、
背
白
粒
、
腹
白
粒
、
基
部
未
熟
粒
が

多
く
見
受
け
ら
れ
る
」
と
報
告
し
ま
し
た
。

　
伊
勢
雅
和
本
部
長
は
「
検
査
は
、
消
費
者

や
卸
業
者
の
皆
様
に
安
心
し
て
購
入
し
て
い

た
だ
く
た
め
の
重
要
な
手
続
き
。
ま
た
今
後

の
米
の
需
給
に
は
注
視
す
る
必
要
が
あ
る
」

と
挨
拶
し
ま
し
た
。

　
J
A
し
ま
ね
は
、

米
の
需
給
・
価
格
の

安
定
を
は
か
り
、
早

期
契
約
・
販
売
ま
た

有
利
販
売
に
取
り
組

ん
で
い
く
考
え
で
す
。

島観連許諾第９４７１号

　
健
や
か
な
生
活
の
た
め
に
！

　
　
　組
合
員
健
康
診
断
実
施

　
８
月
27
・
28
日
の
２
日
間
、Ｊ
Ａ
島
根
厚
生

連
健
康
管
理
セ
ン
タ
ー
に
て
組
合
員
健
診
を
実

施
し
ま
し
た
。

　
今
回
の
健
診
は
、
組
合
員
組
織
に
所
属
し
て

い
な
い
組
合
員
の
皆
様
を
対
象
と
し
た
も
の
で

す
。
市
の
「
特
定
健
診
」
に
併
せ
て
受
診
い
た

だ
け
る
よ
う
、
心
電
図
や
前
眼
部
Ｏ
Ｔ
Ｃ
検
査

と
い
っ
た
基
本
項
目
に
加
え
、
脳
梗
塞
の
早
期

発
見
に
役
立
つ
頸
動
脈
エ
コ
ー
検
査
な
ど
、
四

種
類
の
オ
プ
シ
ョ
ン
検
査
を
用
意
し
ま
し
た
。

　
当
日
は
２
日
間
で
計
64
名
の
方
に
受
診
い
た

だ
き
、日
頃
の
健
康
状
態
を
確
認
さ
れ
ま
し
た
。

受
診
さ
れ
た
方
か
ら
は
「
異
常
が
な
い
こ
と
が

分
か
る
と
、
安
心
し
て
日
々
の
生
活
を
送
る
自

信
と
な
る
」と
い
っ
た
声
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　
健
康
管
理
の
基
本
は
、
自
身
の
体
を
知
る
こ

と
か
ら
始
ま
り
ま
す
。
忙
し
い
毎
日
で
は
あ
り

ま
す
が
、
今
後
も
こ
う
し
た
機
会
を
積
極
的
に

活
用
し
、
い
つ
ま
で
も
健
や
か
で
実
り
あ
る
暮

ら
し
を
続
け
ま
し
ょ
う
。

斐川地区本部のページ 斐川地区本部のページ
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ニュース トピックスニュース トピックス

教
室
で
ス
ラ
イ
ム
づ
く
り
を
体
験
し
ま
し
た
。

　
昼
食
づ
く
り
で
は
、「
ち
ゃ
ぐ
り
ん
」
掲
載

の
レ
シ
ピ
を
参
考
に
、
ポ
ー
ク
ケ
チ
ャ
ッ
プ
、

グ
リ
ー
ン
サ
ラ
ダ
、
ジ
ャ
ガ
イ
モ
の
ポ
タ
ー

ジ
ュ
、
モ
モ
の
オ
ム
レ
ッ
ト
の
４
品
に
挑
戦
。

子
ど
も
た
ち
は
親
子
や
友
達
と
協
力
し
な
が

ら
、
楽
し
そ
う
に
調
理
に
取
り
組
ん
で
い
ま

し
た
。

　
参
加
し
た
子
ど
も
た
ち
か
ら
は
、「
食
農

ク
イ
ズ
で
い
ろ
ん
な
こ
と
が
知
れ
て
よ
か
っ

た
」「
ス
ラ
イ
ム
づ
く
り
が
楽
し
か
っ
た
」「
料

理
が
お
い
し
か
っ
た
」
と
い
っ
た
感
想
が
寄

せ
ら
れ
ま
し
た
。「
家
で
も
お
母
さ
ん
と
一

緒
に
作
り
た
い
」

「
来
年
も
ま
た
参

加
し
た
い
」
と

い
う
前
向
き
な

声
も
聞
か
れ
ま

し
た
。
子
ど
も

同
士
で
教
え
合

い
、
学
ぶ
姿
が

多
く
見
ら
れ
、

夏
休
み
の
思
い

出
づ
く
り
に
も

つ
な
が
る
一
日

と
な
り
ま
し
た
。

 

空
の
旅
人
へ
贈
る
ア
ー
ト

　

　自
動
操
舵
で
描
く

　
　
　
　
　「し
ま
ね
っ
こ
」

　
８
月
10
日
、
出
東
地
区
の
錦
織
健
治
さ
ん

 

夏
休
み
ち
ゃ
ぐ
り
ん
フ
ェ
ス
タ

　地
域
と
子
ど
も
を
つ
な
ぐ

　
　
　
　

  

食
農
教
育
を
実
践

　
８
月
７
日
、
ひ
か
わ

あ
ぐ
り
キ
ッ
チ
ン

ふ
ぁ
み
ー
ゆ
で
「
夏

休
み
ち
ゃ
ぐ
り
ん

フ
ェ
ス
タ
」
を
開
催
し

ま
し
た
。
当
日
は
子
ど

も
17
名
と
保
護
者
７
名

が
参
加
し
、Ｊ
Ａ
女
性

部
員
４
名
も
調
理
補
助

と
し
て
サ
ポ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　
こ
の
取
り
組
み
は
、Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
が
推
進

す
る
子
ど
も
向
け
雑
誌
「
ち
ゃ
ぐ
り
ん
」
の

記
事
を
活
用
し
、食
や
農
業
へ
の
関
心
を
深
め
、

Ｊ
Ａ
を
よ
り
身
近
に
感
じ
て
も
ら
う
と
と
も

に
、
夏
休
み
の
思
い
出
づ
く
り
や
友
達
づ
く

り
の
場
と
し
て
開
催
し
て
い
ま
す
。

　
当
日
は
、「
ち
ゃ
ぐ
り
ん
」
８
月
号
の
内
容

を
用
い
た
食
農
ク
イ
ズ
で
盛
り
上
が
っ
た
ほ
か
、

Ｊ
Ａ
サ
テ
ラ
イ
ト
プ
ラ
ス
に
よ
る
科
学
あ
そ
び

 

鈴
な
り
の
枝
豆
、

  

力
い
っ
ぱ
い
引
き
抜
こ
う
！

　
７
月
28
日
、
あ
い
川
保
育
園
の
園
児
た
ち

が
、
園
の
畑
で
Ｔ
Ａ
Ｃ
職
員
の
指
導
の
も
と

枝
豆
の
収
穫
体
験
を
行
い
ま
し
た
。
こ
の
枝

豆
は
、
５
月
中
旬
に
園
児
た
ち
が
自
ら
種
を

ま
き
、
日
々
の
水
や
り
を
通
し
て
収
穫
を
心

待
ち
に
し
て
い
た
も
の
で
す
。

　
当
日
は
、Ｔ
Ａ
Ｃ
職
員
か
ら
「
５
月
に
み
ん

な
が
ま
い
た
種
が
、
こ
ん
な
に
大
き
く
育
ち

ま
し
た
。
根
元
を
し
っ
か
り
握
っ
て
、
力
を

込
め
て
引
き
抜
い
て
み
ま
し
ょ
う
」
と
説
明

し
ま
し
た
。

　
園
児
た
ち
は
小
さ
な
手
で
懸
命
に
根
元
を

つ
か
み
、
枝
豆
の
株
を
引
き
抜
き
ま
す
。
大

き
な
株
を
相
手
に
「
重
た
い
！
」
と
苦
戦
す

る
子
も
い
ま
し
た
が
、
そ
ん
な
と
き
は
「
一

緒
に
や
ろ
う
！
」
と
友
だ
ち
と
協
力
し
て
力

を
合
わ
せ
る
姿
が
見
ら
れ
ま
し
た
。
自
分
た

ち
で
育
て
た
枝
豆
を
収
穫
し
、
食
育
の
大
切

さ
を
学
ぶ
貴
重
な
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

 

の
ほ
場
で
、
自
動
操
舵
装
置
を
搭
載
し
た

ト
ラ
ク
タ
ー
を
使
用
し
、
田
ん
ぼ
ア
ー
ト

が
描
か
れ
ま
し
た
。

　
田
ん
ぼ
ア
ー
ト
の
舞
台
と
な
っ
た
の
は
、

出
雲
縁
結
び
空
港
を
離
着
陸
す
る
飛
行
機

か
ら
見
下
ろ
す
こ
と
が
で
き
る
地
域
で
す
。

１
４
０
ア
ー
ル
と
１
０
０
ア
ー
ル
の
２
区

画
の
田
ん
ぼ
に
、
そ
れ
ぞ
れ
島
根
県
観
光

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
「
し
ま
ね
っ
こ
」
の
イ
ラ

ス
ト
と
、
水
稲
の
新
品
種
「
つ
ぶ
き
ら
り
」

の
文
字
を
浮
か
び
上
が
ら
せ
ま
し
た
。

　
本
企
画
は
、
一
昨
年
に
続
き
今
回
が
２

回
目
で
、
青
年
連
盟
の
盟
友
で
も
あ
る
錦

織
さ
ん
が
、
盟
友
か
ら
公
募
し
た
デ
ザ
イ

ン
を
採
用
し
て
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
「
ト
ラ
ク
タ
ー
の
自
動
操
舵
装
置

を
活
用
し
た
作
業
体
験
」
も
兼
ね
て
お
り
、

当
日
参
加
し
た
盟
友
た
ち
に
と
っ
て
最
先

端
の
農
業
技
術
に
触
れ
る
貴
重
な
機
会
と

な
り
ま
し
た
。

　
作
業
で
は
、
あ
ら
か
じ
め
ほ
場
情
報
と

イ
ラ
ス
ト
の
デ
ー
タ
を
自
動
操
舵
装
置
に

入
力
し
、
耕
う
ん
が
始
ま
る
と
、
わ
ず
か

３
セ
ン
チ
の
誤
差
で
ト
ラ
ク
タ
ー
が
正
確
に

自
動
走
行
し
ま
し
た
。
参
加
し
た
メ
ン
バ
ー

は
交
代
で
最
新
技
術
を
体
験
し
、
設
計
図
通

り
の
緩
や
か
な
曲
線
や
直
線
を
描
き
な
が
ら
、

約
２
時
間
で
作
業
を
完
了
さ
せ
ま
し
た
。

　
自
動
操
舵
を
体
験
し
た
施
設
園
芸
農
家
の

玉
木
真
二
さ
ん
は
、「
普
段
は
使
わ
な
い
大
型

機
械
や
そ
の
機
能
に
触
れ
る
こ
と
が
で
き
、
大

変
勉
強
に
な
っ
た
。
大
規
模
経
営
の
農
家
に

と
っ
て
、
こ
の
技
術
は
作
業
効
率
を
大
き
く
高

め
る
強
力
な
味
方
に
な
る
と
思
う
」
と
、
そ
の

利
便
性
を
実
感
し
た
様
子
で
し
た
。

 

猛
暑
に
負
け
ず
野
菜
を
出
荷

　野
菜
等
出
荷
者
協
議
会

　
　
　
　

  

感
謝
の
集
い
開
催

　
８
月
20
日
野
菜
等
出
荷
者
協
議
会
は
、
荘
原

地
区
の
出
雲
空
港
ホ
テ
ル
で
、
日
ご
ろ
の
出
荷

活
動
を
労
い
会
員
同
士
の
親
睦
を
深
め
る
た
め
、

「
感
謝
の
集
い
」
を
開
催
し
ま
し
た
。
当
日
は
、

グ
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
へ
農
産
物
を
出
荷
す
る
会

員
ら
73
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
開
会
に
あ
た
り
、
高
橋
進
会
長
は
「
連
日
の

猛
暑
の
中
、
新
鮮

な
農
産
物
を
絶
え

ず
出
荷
し
て
く
だ

さ
り
心
か
ら
感
謝

し
ま
す
。
本
日
は

さ
さ
や
か
な
会
で

す
が
、
交
流
を
通

じ
て
親
睦
を
深
め

て
く
だ
さ
い
」
と
会
員
へ
の
労
い
の
言
葉
を

述
べ
ま
し
た
。

 

　
昼
食
会
で
は
、
出
雲
市
出
身
の
演
歌
歌
手
、

綿
貫
ゆ
か
さ
ん
に
よ
る
歌
謡
シ
ョ
ー
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
綿
貫
さ
ん
の
力
強
い
歌
声
で
オ

リ
ジ
ナ
ル
曲
「
花
鳥
風
月
〜
w
i
n
d 

o
f 

I
z
u
m
o
」や
時
代
劇
主
題
歌
の
メ
ド
レ
ー

が
披
露
さ
れ
る
と
、
会
場
は
大
い
に
盛
り
上

が
り
ま
し
た
。
客
席
を
回
っ
て
の
交
流
や
記

念
撮
影
な
ど
、終
始
楽
し
い
ひ
と
と
き
と
な
り
、

会
員
の
皆
様
は
日
頃
の
疲
れ
を
癒
や
し
、
英

気
を
養
い
ま
し
た
。

 
　
最
後
に
、
川
上
貴
史
生
活
部
長
が
あ
い

さ
つ
し
、「
先
日
の
お
盆
セ
ー
ル
で
も
多
く

の
お
客
様
に
ご
来
店
い
た
だ
き
ま
し
た
。

お
客
様
は
真
っ
先

に
産
直
コ
ー
ナ
ー

へ
足
を
運
ば
れ
ま

す
」「
グ
リ
ー
ン

セ
ン
タ
ー
は
、
皆

様
の
出
荷
が
あ
っ

て
こ
そ
成
り
立
っ

て
い
ま
す
」
と
感

謝
の
意
を
伝
え
、

会
を
締
め
く
く
り

ま
し
た
。

 

園
児
が
旬
の
ぶ
ど
う
を

  

収
穫
体
験 

伊
波
野
保
育
園

　
８
月
21
日
、
伊
波
野
地
区
の
ぶ
ど
う
ハ

ウ
ス
に
て
、
伊
波
野
保
育
園
の
年
長
組
園

児
24
名
を
招
い
た
ぶ
ど
う
収
穫
体
験
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
斐
川
ぶ
ど
う
生

産
組
合
青
年
部
、Ｊ
Ａ
し
ま
ね
斐
川
青
年
連

盟
お
よ
び
斐
川
地
区
本
部
が
、
食
農
教
育

の
一
環
と
し
て
企
画
し
た
も
の
で
す
。

　
園
児
た
ち
は
脚
立
に
上
り
、
大
切
に
育

て
ら
れ
た
巨
峰
の
房
へ
慎
重
に
鋏
を
入
れ

ま
し
た
。
手
に
し
た
瞬
間
の
ず
っ
し
り
と

し
た
重
み
に
驚
き
な
が
ら
も
、
収
穫
の
喜

び
を
笑
顔

で
分
か
ち

合
っ
て
い

ま
し
た
。

　
一
人
２

房
ず
つ
収

穫
し
た
園

児
に
対
し
、

青
年
部
の

田
代
稔
さ

ん
は
「
収

穫
体
験
の

思
い
出
を

家
族
と
話

し
な
が
ら
、
ぶ
ど
う
を
味
わ
っ
て
く
だ
さ
い
」

と
語
り
か
け
ま
し
た
。地
域
の
特
産
品
に
触
れ
、

豊
か
な
実
り
に
感
謝
す
る
貴
重
な
ひ
と
と
き

と
な
り
ま
し
た
。

  

実
り
の
秋
へ

　令
和
8
年
産
米
初
検
査
式

　
8
月
26
日
、
総
合
基
幹
施
設
に
て
令
和
8

年
産
米
の
初
検
査
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
今
回
の
初
検
査
で
は
、
島
根
県
の
銘
柄
米

で
あ
る
「
つ
や
姫
」「
つ
き
あ
か
り
」「
ヒ
メ

ノ
モ
チ
」「
峰
の
雪
も
ち
」
の
4
銘
柄
６
，
４

１
９
袋
が
検
査
場
に
並
び
ま
し
た
。

　
検
査
員
は
、
検
査
結
果
に
つ
い
て
「
米
の

粒
張
り
、
粒
揃
い
、
光
沢
、
充
実
度
は
平
年

並
み
で
あ
る
が
、
高
温
の
影
響
に
よ
り
、
心

白
粒
、
背
白
粒
、
腹
白
粒
、
基
部
未
熟
粒
が

多
く
見
受
け
ら
れ
る
」
と
報
告
し
ま
し
た
。

　
伊
勢
雅
和
本
部
長
は
「
検
査
は
、
消
費
者

や
卸
業
者
の
皆
様
に
安
心
し
て
購
入
し
て
い

た
だ
く
た
め
の
重
要
な
手
続
き
。
ま
た
今
後

の
米
の
需
給
に
は
注
視
す
る
必
要
が
あ
る
」

と
挨
拶
し
ま
し
た
。

　
J
A
し
ま
ね
は
、

米
の
需
給
・
価
格
の

安
定
を
は
か
り
、
早

期
契
約
・
販
売
ま
た

有
利
販
売
に
取
り
組

ん
で
い
く
考
え
で
す
。

島観連許諾第９４７１号

　
健
や
か
な
生
活
の
た
め
に
！

　
　
　組
合
員
健
康
診
断
実
施

　
８
月
27
・
28
日
の
２
日
間
、Ｊ
Ａ
島
根
厚
生

連
健
康
管
理
セ
ン
タ
ー
に
て
組
合
員
健
診
を
実

施
し
ま
し
た
。

　
今
回
の
健
診
は
、
組
合
員
組
織
に
所
属
し
て

い
な
い
組
合
員
の
皆
様
を
対
象
と
し
た
も
の
で

す
。
市
の
「
特
定
健
診
」
に
併
せ
て
受
診
い
た

だ
け
る
よ
う
、
心
電
図
や
前
眼
部
Ｏ
Ｔ
Ｃ
検
査

と
い
っ
た
基
本
項
目
に
加
え
、
脳
梗
塞
の
早
期

発
見
に
役
立
つ
頸
動
脈
エ
コ
ー
検
査
な
ど
、
四

種
類
の
オ
プ
シ
ョ
ン
検
査
を
用
意
し
ま
し
た
。

　
当
日
は
２
日
間
で
計
64
名
の
方
に
受
診
い
た

だ
き
、日
頃
の
健
康
状
態
を
確
認
さ
れ
ま
し
た
。

受
診
さ
れ
た
方
か
ら
は
「
異
常
が
な
い
こ
と
が

分
か
る
と
、
安
心
し
て
日
々
の
生
活
を
送
る
自

信
と
な
る
」と
い
っ
た
声
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　
健
康
管
理
の
基
本
は
、
自
身
の
体
を
知
る
こ

と
か
ら
始
ま
り
ま
す
。
忙
し
い
毎
日
で
は
あ
り

ま
す
が
、
今
後
も
こ
う
し
た
機
会
を
積
極
的
に

活
用
し
、
い
つ
ま
で
も
健
や
か
で
実
り
あ
る
暮

ら
し
を
続
け
ま
し
ょ
う
。

斐川地区本部のページ 斐川地区本部のページ
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ニュース トピックス

　

〝
ソ
レ
イ
ユ
〞
7
期
生
が
卒
業

　
8
月
26
日
、
J
A
し
ま
ね
斐
川
女
性
部
は
女
性

倶
楽
部
〝
ソ
レ
イ
ユ
〞
７
期
生
（
20
人
）
の
修
了

式
と
卒
業
記
念
会
食
を
開
催
し
ま
し
た
。
修
了
式

で
は
、
２
年
間
の
講
義
を
す
べ
て
出
席
さ
れ
た
9

人
の
方
へ
皆
勤
賞
と
し
て
、
感
謝
と
お
祝
い
の
気

持
ち
を
込
め
て
花
を
贈
呈
し
ま
し
た
。
続
い
て
、

2
年
間
を
振
り
返
る
ス
ラ
イ
ド
シ
ョ
ー
を
上
映
。

こ
れ
ま
で
の
講
義
や
活
動
の
様
子
が
映
し
出
さ
れ

る
と
、
参
加
者
は
懐
か
し
い
写
真
を
見
な
が
ら
、

こ
れ
ま
で
の
思
い
出
を
振
り
返
り
ま
し
た
。
そ
の

後
は
、
卒
業
記
念
の
会
食
を
楽
し
み
、
仲
間
と
過

ご
し
た
２
年
間
の
思
い
出
を
語
り
合
い
ま
し
た
。

様
々
な
講
義
や
活
動
を
通
し
て
学
び
を
深
め
、
仲

間
と
の
交
流
も
育
ん
だ
７
期
生
。
最
後
ま
で
笑
顔

あ
ふ
れ
る
、
思
い
出
に
残
る
ひ
と
と
き
と
な
り
ま

し
た
。

　
J
A
し
ま
ね
斐
川
女
性
部
で
は
10
月
か
ら
ス

タ
ー
ト
す
る
〝
ソ
レ
イ
ユ
〞
８
期
生
を
募
集
し
て

い
ま
す
。
現
在
、
女
性
部
に
加
入
さ
れ
て
い
な
い

方
、
非
農
家
の
方
も
申
込
み
い
た
だ
け
ま
す
。
仲

間
と
一
緒
に
楽
し
い
時
間
を
過
ご
し
ま
し
ょ
う
！

詳
細
に
つ
い
て
は
、
組
織
広
報
課
ま
で
お
問
合
せ

く
だ
さ
い
。

９：３０～

９：0０～

13：3０～

9：3０～

  9月24日（木）

  9月30日（水）

10月 5 日（月）

10月13日（火）

書道グループ

ひまわりグループ

絵てがみグループ

ちぎり絵グループ

10月14日（水）

10月15日（木）

10月19日（月）

10月22日（木）

10：0０～

９：0０～

9：3０～

９：３０～

いきいきグループ

手芸グループ

パッチワークグループ

書道グループ

教
室
で
ス
ラ
イ
ム
づ
く
り
を
体
験
し
ま
し
た
。

　
昼
食
づ
く
り
で
は
、「
ち
ゃ
ぐ
り
ん
」
掲
載

の
レ
シ
ピ
を
参
考
に
、
ポ
ー
ク
ケ
チ
ャ
ッ
プ
、

グ
リ
ー
ン
サ
ラ
ダ
、
ジ
ャ
ガ
イ
モ
の
ポ
タ
ー

ジ
ュ
、
モ
モ
の
オ
ム
レ
ッ
ト
の
４
品
に
挑
戦
。

子
ど
も
た
ち
は
親
子
や
友
達
と
協
力
し
な
が

ら
、
楽
し
そ
う
に
調
理
に
取
り
組
ん
で
い
ま

し
た
。

　
参
加
し
た
子
ど
も
た
ち
か
ら
は
、「
食
農

ク
イ
ズ
で
い
ろ
ん
な
こ
と
が
知
れ
て
よ
か
っ

た
」「
ス
ラ
イ
ム
づ
く
り
が
楽
し
か
っ
た
」「
料

理
が
お
い
し
か
っ
た
」
と
い
っ
た
感
想
が
寄

せ
ら
れ
ま
し
た
。「
家
で
も
お
母
さ
ん
と
一

緒
に
作
り
た
い
」

「
来
年
も
ま
た
参

加
し
た
い
」
と

い
う
前
向
き
な

声
も
聞
か
れ
ま

し
た
。
子
ど
も

同
士
で
教
え
合

い
、
学
ぶ
姿
が

多
く
見
ら
れ
、

夏
休
み
の
思
い

出
づ
く
り
に
も

つ
な
が
る
一
日

と
な
り
ま
し
た
。

 

空
の
旅
人
へ
贈
る
ア
ー
ト

　

　自
動
操
舵
で
描
く

　
　
　
　
　「し
ま
ね
っ
こ
」

　
８
月
10
日
、
出
東
地
区
の
錦
織
健
治
さ
ん

夏
休
み
ち
ゃ
ぐ
り
ん
フ
ェ
ス
タ

　地
域
と
子
ど
も
を
つ
な
ぐ

　
　
　
　

  

食
農
教
育
を
実
践

　
８
月
７
日
、
ひ
か
わ

あ
ぐ
り
キ
ッ
チ
ン

ふ
ぁ
み
ー
ゆ
で
「
夏

休
み
ち
ゃ
ぐ
り
ん

フ
ェ
ス
タ
」
を
開
催
し

ま
し
た
。
当
日
は
子
ど

も
17
名
と
保
護
者
７
名

が
参
加
し
、Ｊ
Ａ
女
性

部
員
４
名
も
調
理
補
助

と
し
て
サ
ポ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　
こ
の
取
り
組
み
は
、Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
が
推
進

す
る
子
ど
も
向
け
雑
誌
「
ち
ゃ
ぐ
り
ん
」
の

記
事
を
活
用
し
、食
や
農
業
へ
の
関
心
を
深
め
、

Ｊ
Ａ
を
よ
り
身
近
に
感
じ
て
も
ら
う
と
と
も

に
、
夏
休
み
の
思
い
出
づ
く
り
や
友
達
づ
く

り
の
場
と
し
て
開
催
し
て
い
ま
す
。

　
当
日
は
、「
ち
ゃ
ぐ
り
ん
」
８
月
号
の
内
容

を
用
い
た
食
農
ク
イ
ズ
で
盛
り
上
が
っ
た
ほ
か
、

Ｊ
Ａ
サ
テ
ラ
イ
ト
プ
ラ
ス
に
よ
る
科
学
あ
そ
び

 

鈴
な
り
の
枝
豆
、

  

力
い
っ
ぱ
い
引
き
抜
こ
う
！

　
７
月
28
日
、
あ
い
川
保
育
園
の
園
児
た
ち

が
、
園
の
畑
で
Ｔ
Ａ
Ｃ
職
員
の
指
導
の
も
と

枝
豆
の
収
穫
体
験
を
行
い
ま
し
た
。
こ
の
枝

豆
は
、
５
月
中
旬
に
園
児
た
ち
が
自
ら
種
を

ま
き
、
日
々
の
水
や
り
を
通
し
て
収
穫
を
心

待
ち
に
し
て
い
た
も
の
で
す
。

　
当
日
は
、Ｔ
Ａ
Ｃ
職
員
か
ら
「
５
月
に
み
ん

な
が
ま
い
た
種
が
、
こ
ん
な
に
大
き
く
育
ち

ま
し
た
。
根
元
を
し
っ
か
り
握
っ
て
、
力
を

込
め
て
引
き
抜
い
て
み
ま
し
ょ
う
」
と
説
明

し
ま
し
た
。

　
園
児
た
ち
は
小
さ
な
手
で
懸
命
に
根
元
を

つ
か
み
、
枝
豆
の
株
を
引
き
抜
き
ま
す
。
大

き
な
株
を
相
手
に
「
重
た
い
！
」
と
苦
戦
す

る
子
も
い
ま
し
た
が
、
そ
ん
な
と
き
は
「
一

緒
に
や
ろ
う
！
」
と
友
だ
ち
と
協
力
し
て
力

を
合
わ
せ
る
姿
が
見
ら
れ
ま
し
た
。
自
分
た

ち
で
育
て
た
枝
豆
を
収
穫
し
、
食
育
の
大
切

さ
を
学
ぶ
貴
重
な
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

の
ほ
場
で
、
自
動
操
舵
装
置
を
搭
載
し
た

ト
ラ
ク
タ
ー
を
使
用
し
、
田
ん
ぼ
ア
ー
ト

が
描
か
れ
ま
し
た
。

　
田
ん
ぼ
ア
ー
ト
の
舞
台
と
な
っ
た
の
は
、

出
雲
縁
結
び
空
港
を
離
着
陸
す
る
飛
行
機

か
ら
見
下
ろ
す
こ
と
が
で
き
る
地
域
で
す
。

１
４
０
ア
ー
ル
と
１
０
０
ア
ー
ル
の
２
区

画
の
田
ん
ぼ
に
、
そ
れ
ぞ
れ
島
根
県
観
光

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
「
し
ま
ね
っ
こ
」
の
イ
ラ

ス
ト
と
、
水
稲
の
新
品
種
「
つ
ぶ
き
ら
り
」

の
文
字
を
浮
か
び
上
が
ら
せ
ま
し
た
。

　
本
企
画
は
、
一
昨
年
に
続
き
今
回
が
２

回
目
で
、
青
年
連
盟
の
盟
友
で
も
あ
る
錦

織
さ
ん
が
、
盟
友
か
ら
公
募
し
た
デ
ザ
イ

ン
を
採
用
し
て
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
「
ト
ラ
ク
タ
ー
の
自
動
操
舵
装
置

を
活
用
し
た
作
業
体
験
」
も
兼
ね
て
お
り
、

当
日
参
加
し
た
盟
友
た
ち
に
と
っ
て
最
先

端
の
農
業
技
術
に
触
れ
る
貴
重
な
機
会
と

な
り
ま
し
た
。

　
作
業
で
は
、
あ
ら
か
じ
め
ほ
場
情
報
と

イ
ラ
ス
ト
の
デ
ー
タ
を
自
動
操
舵
装
置
に

入
力
し
、
耕
う
ん
が
始
ま
る
と
、
わ
ず
か

３
セ
ン
チ
の
誤
差
で
ト
ラ
ク
タ
ー
が
正
確
に

自
動
走
行
し
ま
し
た
。
参
加
し
た
メ
ン
バ
ー

は
交
代
で
最
新
技
術
を
体
験
し
、
設
計
図
通

り
の
緩
や
か
な
曲
線
や
直
線
を
描
き
な
が
ら
、

約
２
時
間
で
作
業
を
完
了
さ
せ
ま
し
た
。

　
自
動
操
舵
を
体
験
し
た
施
設
園
芸
農
家
の

玉
木
真
二
さ
ん
は
、「
普
段
は
使
わ
な
い
大
型

機
械
や
そ
の
機
能
に
触
れ
る
こ
と
が
で
き
、
大

変
勉
強
に
な
っ
た
。
大
規
模
経
営
の
農
家
に

と
っ
て
、
こ
の
技
術
は
作
業
効
率
を
大
き
く
高

め
る
強
力
な
味
方
に
な
る
と
思
う
」
と
、
そ
の

利
便
性
を
実
感
し
た
様
子
で
し
た
。

 

猛
暑
に
負
け
ず
野
菜
を
出
荷

　野
菜
等
出
荷
者
協
議
会

　
　
　
　

  

感
謝
の
集
い
開
催

　
８
月
20
日
野
菜
等
出
荷
者
協
議
会
は
、
荘
原

地
区
の
出
雲
空
港
ホ
テ
ル
で
、
日
ご
ろ
の
出
荷

活
動
を
労
い
会
員
同
士
の
親
睦
を
深
め
る
た
め
、

「
感
謝
の
集
い
」
を
開
催
し
ま
し
た
。
当
日
は
、

グ
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
へ
農
産
物
を
出
荷
す
る
会

員
ら
73
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
開
会
に
あ
た
り
、
高
橋
進
会
長
は
「
連
日
の

猛
暑
の
中
、
新
鮮

な
農
産
物
を
絶
え

ず
出
荷
し
て
く
だ

さ
り
心
か
ら
感
謝

し
ま
す
。
本
日
は

さ
さ
や
か
な
会
で

す
が
、
交
流
を
通

じ
て
親
睦
を
深
め

て
く
だ
さ
い
」
と
会
員
へ
の
労
い
の
言
葉
を

述
べ
ま
し
た
。

 

　
昼
食
会
で
は
、
出
雲
市
出
身
の
演
歌
歌
手
、

綿
貫
ゆ
か
さ
ん
に
よ
る
歌
謡
シ
ョ
ー
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
綿
貫
さ
ん
の
力
強
い
歌
声
で
オ

リ
ジ
ナ
ル
曲
「
花
鳥
風
月
〜
w
i
n
d 

o
f 

I
z
u
m
o
」や
時
代
劇
主
題
歌
の
メ
ド
レ
ー

が
披
露
さ
れ
る
と
、
会
場
は
大
い
に
盛
り
上

が
り
ま
し
た
。
客
席
を
回
っ
て
の
交
流
や
記

念
撮
影
な
ど
、終
始
楽
し
い
ひ
と
と
き
と
な
り
、

会
員
の
皆
様
は
日
頃
の
疲
れ
を
癒
や
し
、
英

気
を
養
い
ま
し
た
。

 

　
最
後
に
、
川
上
貴
史
生
活
部
長
が
あ
い

さ
つ
し
、「
先
日
の
お
盆
セ
ー
ル
で
も
多
く

の
お
客
様
に
ご
来
店
い
た
だ
き
ま
し
た
。

お
客
様
は
真
っ
先

に
産
直
コ
ー
ナ
ー

へ
足
を
運
ば
れ
ま

す
」「
グ
リ
ー
ン

セ
ン
タ
ー
は
、
皆

様
の
出
荷
が
あ
っ

て
こ
そ
成
り
立
っ

て
い
ま
す
」
と
感

謝
の
意
を
伝
え
、

会
を
締
め
く
く
り

ま
し
た
。

 

園
児
が
旬
の
ぶ
ど
う
を

  

収
穫
体
験 

伊
波
野
保
育
園

　
８
月
21
日
、
伊
波
野
地
区
の
ぶ
ど
う
ハ

ウ
ス
に
て
、
伊
波
野
保
育
園
の
年
長
組
園

児
24
名
を
招
い
た
ぶ
ど
う
収
穫
体
験
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
斐
川
ぶ
ど
う
生

産
組
合
青
年
部
、Ｊ
Ａ
し
ま
ね
斐
川
青
年
連

盟
お
よ
び
斐
川
地
区
本
部
が
、
食
農
教
育

の
一
環
と
し
て
企
画
し
た
も
の
で
す
。

　
園
児
た
ち
は
脚
立
に
上
り
、
大
切
に
育

て
ら
れ
た
巨
峰
の
房
へ
慎
重
に
鋏
を
入
れ

ま
し
た
。
手
に
し
た
瞬
間
の
ず
っ
し
り
と

し
た
重
み
に
驚
き
な
が
ら
も
、
収
穫
の
喜

び
を
笑
顔

で
分
か
ち

合
っ
て
い

ま
し
た
。

　
一
人
２

房
ず
つ
収

穫
し
た
園

児
に
対
し
、

青
年
部
の

田
代
稔
さ

ん
は
「
収

穫
体
験
の

思
い
出
を

家
族
と
話

し
な
が
ら
、
ぶ
ど
う
を
味
わ
っ
て
く
だ
さ
い
」

と
語
り
か
け
ま
し
た
。地
域
の
特
産
品
に
触
れ
、

豊
か
な
実
り
に
感
謝
す
る
貴
重
な
ひ
と
と
き

と
な
り
ま
し
た
。

  

実
り
の
秋
へ

　令
和
8
年
産
米
初
検
査
式

　
8
月
26
日
、
総
合
基
幹
施
設
に
て
令
和
8

年
産
米
の
初
検
査
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
今
回
の
初
検
査
で
は
、
島
根
県
の
銘
柄
米

で
あ
る
「
つ
や
姫
」「
つ
き
あ
か
り
」「
ヒ
メ

ノ
モ
チ
」「
峰
の
雪
も
ち
」
の
4
銘
柄
６
，
４

１
９
袋
が
検
査
場
に
並
び
ま
し
た
。

　
検
査
員
は
、
検
査
結
果
に
つ
い
て
「
米
の

粒
張
り
、
粒
揃
い
、
光
沢
、
充
実
度
は
平
年

並
み
で
あ
る
が
、
高
温
の
影
響
に
よ
り
、
心

白
粒
、
背
白
粒
、
腹
白
粒
、
基
部
未
熟
粒
が

多
く
見
受
け
ら
れ
る
」
と
報
告
し
ま
し
た
。

　
伊
勢
雅
和
本
部
長
は
「
検
査
は
、
消
費
者

や
卸
業
者
の
皆
様
に
安
心
し
て
購
入
し
て
い

た
だ
く
た
め
の
重
要
な
手
続
き
。
ま
た
今
後

の
米
の
需
給
に
は
注
視
す
る
必
要
が
あ
る
」

と
挨
拶
し
ま
し
た
。

　
J
A
し
ま
ね
は
、

米
の
需
給
・
価
格
の

安
定
を
は
か
り
、
早

期
契
約
・
販
売
ま
た

有
利
販
売
に
取
り
組

ん
で
い
く
考
え
で
す
。

　
健
や
か
な
生
活
の
た
め
に
！

　
　
　組
合
員
健
康
診
断
実
施

　
８
月
27
・
28
日
の
２
日
間
、Ｊ
Ａ
島
根
厚
生

連
健
康
管
理
セ
ン
タ
ー
に
て
組
合
員
健
診
を
実

施
し
ま
し
た
。

　
今
回
の
健
診
は
、
組
合
員
組
織
に
所
属
し
て

い
な
い
組
合
員
の
皆
様
を
対
象
と
し
た
も
の
で

す
。
市
の
「
特
定
健
診
」
に
併
せ
て
受
診
い
た

だ
け
る
よ
う
、
心
電
図
や
前
眼
部
Ｏ
Ｔ
Ｃ
検
査

と
い
っ
た
基
本
項
目
に
加
え
、
脳
梗
塞
の
早
期

発
見
に
役
立
つ
頸
動
脈
エ
コ
ー
検
査
な
ど
、
四

種
類
の
オ
プ
シ
ョ
ン
検
査
を
用
意
し
ま
し
た
。

　
当
日
は
２
日
間
で
計
64
名
の
方
に
受
診
い
た

だ
き
、日
頃
の
健
康
状
態
を
確
認
さ
れ
ま
し
た
。

受
診
さ
れ
た
方
か
ら
は
「
異
常
が
な
い
こ
と
が

分
か
る
と
、
安
心
し
て
日
々
の
生
活
を
送
る
自

信
と
な
る
」と
い
っ
た
声
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　
健
康
管
理
の
基
本
は
、
自
身
の
体
を
知
る
こ

と
か
ら
始
ま
り
ま
す
。
忙
し
い
毎
日
で
は
あ
り

ま
す
が
、
今
後
も
こ
う
し
た
機
会
を
積
極
的
に

活
用
し
、
い
つ
ま
で
も
健
や
か
で
実
り
あ
る
暮

ら
し
を
続
け
ま
し
ょ
う
。

　出雲市は、令和９年（2027）初夏、稗原地区
でトキを放鳥します。
　放鳥まで１年をきり、改めてトキの生態をは
じめ、放鳥・野生復帰に取り組む意義や活動内
容についてシリーズでお知らせします。

学　名　 ニッポニア・ニッポン
トキの歴史
　昔、トキは日本の各地で見ることができました
が、美しい羽や食用を目的とした狩猟、近代化に
伴うトキの生息環境に激変により徐々に生息数を
減らし、昭和 56 年（1981）に佐渡に生息してい
た最後の 5 羽が保護のために捕獲され、日本の空
からトキの姿は消えてしまいました。

出雲との関わり
　江戸時代中期に編さんされた『出雲国産物帳』
にトキは「紅鶴」と記載されています。同時に「白
からす」や「牛からす」という方言名も併記され
ており、出雲地方においてトキは広く身近な存在
であったことがうかがえます。
　近代においては、大正時代に発行された『島根
県誌』において、「宍道湖にはしばしばトキ、ハク
チョウが来る」と記載されており、その頃までト
キが生息していた記録があります。

トキのエサ
　トキは肉食の鳥であり、田んぼや湿地にすむ生
き物を食べます。稲や野菜は食べません。

羽の色
　トキの羽の色は「トキ色」と呼ばれる淡い桃色
をしていますが、繁殖期を迎える 1 月頃には、首
の後ろあたりから出る分泌物を自分で体に塗り付
け、黒灰色に変化します。

トキがエサを採る場所
　トキは主に田んぼでエサを採ります。
　稲が生長する夏は、足の短いトキは田んぼに入
ることができず、周辺のあぜや草地、ビオトープ
や田んぼ内の土水路でエサを採ることが増えます。

未来未来 第2回

トキトキ 舞う舞うが

へ

トキってどんな鳥？

いずも
トキファンクラブ
LINE会員
募集中！

【お問い合わせ】
出雲市政策企画課プロジェクト推進室
TEL 0853-21-6079

▶▶
7月～12月頃のトキ 1月～ 6月頃（繫殖期）のトキ

画像提供：環境省

学名に「ニッポン」の名を持つ鳥はトキのみであり、
まさに日本を代表する鳥と言えます。

斐川地区本部のページ 斐川地区本部のページ
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ニュース トピックス

　

〝
ソ
レ
イ
ユ
〞
7
期
生
が
卒
業

　
8
月
26
日
、
J
A
し
ま
ね
斐
川
女
性
部
は
女
性

倶
楽
部
〝
ソ
レ
イ
ユ
〞
７
期
生
（
20
人
）
の
修
了

式
と
卒
業
記
念
会
食
を
開
催
し
ま
し
た
。
修
了
式

で
は
、
２
年
間
の
講
義
を
す
べ
て
出
席
さ
れ
た
9

人
の
方
へ
皆
勤
賞
と
し
て
、
感
謝
と
お
祝
い
の
気

持
ち
を
込
め
て
花
を
贈
呈
し
ま
し
た
。
続
い
て
、

2
年
間
を
振
り
返
る
ス
ラ
イ
ド
シ
ョ
ー
を
上
映
。

こ
れ
ま
で
の
講
義
や
活
動
の
様
子
が
映
し
出
さ
れ

る
と
、
参
加
者
は
懐
か
し
い
写
真
を
見
な
が
ら
、

こ
れ
ま
で
の
思
い
出
を
振
り
返
り
ま
し
た
。
そ
の

後
は
、
卒
業
記
念
の
会
食
を
楽
し
み
、
仲
間
と
過

ご
し
た
２
年
間
の
思
い
出
を
語
り
合
い
ま
し
た
。

様
々
な
講
義
や
活
動
を
通
し
て
学
び
を
深
め
、
仲

間
と
の
交
流
も
育
ん
だ
７
期
生
。
最
後
ま
で
笑
顔

あ
ふ
れ
る
、
思
い
出
に
残
る
ひ
と
と
き
と
な
り
ま

し
た
。

　
J
A
し
ま
ね
斐
川
女
性
部
で
は
10
月
か
ら
ス

タ
ー
ト
す
る
〝
ソ
レ
イ
ユ
〞
８
期
生
を
募
集
し
て

い
ま
す
。
現
在
、
女
性
部
に
加
入
さ
れ
て
い
な
い

方
、
非
農
家
の
方
も
申
込
み
い
た
だ
け
ま
す
。
仲

間
と
一
緒
に
楽
し
い
時
間
を
過
ご
し
ま
し
ょ
う
！

詳
細
に
つ
い
て
は
、
組
織
広
報
課
ま
で
お
問
合
せ

く
だ
さ
い
。

９：３０～

９：0０～

13：3０～

9：3０～

  9月24日（木）

  9月30日（水）

10月 5 日（月）

10月13日（火）

書道グループ

ひまわりグループ

絵てがみグループ

ちぎり絵グループ

10月14日（水）

10月15日（木）

10月19日（月）

10月22日（木）

10：0０～

９：0０～

9：3０～

９：３０～

いきいきグループ

手芸グループ

パッチワークグループ

書道グループ

教
室
で
ス
ラ
イ
ム
づ
く
り
を
体
験
し
ま
し
た
。

　
昼
食
づ
く
り
で
は
、「
ち
ゃ
ぐ
り
ん
」
掲
載

の
レ
シ
ピ
を
参
考
に
、
ポ
ー
ク
ケ
チ
ャ
ッ
プ
、

グ
リ
ー
ン
サ
ラ
ダ
、
ジ
ャ
ガ
イ
モ
の
ポ
タ
ー

ジ
ュ
、
モ
モ
の
オ
ム
レ
ッ
ト
の
４
品
に
挑
戦
。

子
ど
も
た
ち
は
親
子
や
友
達
と
協
力
し
な
が

ら
、
楽
し
そ
う
に
調
理
に
取
り
組
ん
で
い
ま

し
た
。

　
参
加
し
た
子
ど
も
た
ち
か
ら
は
、「
食
農

ク
イ
ズ
で
い
ろ
ん
な
こ
と
が
知
れ
て
よ
か
っ

た
」「
ス
ラ
イ
ム
づ
く
り
が
楽
し
か
っ
た
」「
料

理
が
お
い
し
か
っ
た
」
と
い
っ
た
感
想
が
寄

せ
ら
れ
ま
し
た
。「
家
で
も
お
母
さ
ん
と
一

緒
に
作
り
た
い
」

「
来
年
も
ま
た
参

加
し
た
い
」
と

い
う
前
向
き
な

声
も
聞
か
れ
ま

し
た
。
子
ど
も

同
士
で
教
え
合

い
、
学
ぶ
姿
が

多
く
見
ら
れ
、

夏
休
み
の
思
い

出
づ
く
り
に
も

つ
な
が
る
一
日

と
な
り
ま
し
た
。

 

空
の
旅
人
へ
贈
る
ア
ー
ト

　

　自
動
操
舵
で
描
く

　
　
　
　
　「し
ま
ね
っ
こ
」

　
８
月
10
日
、
出
東
地
区
の
錦
織
健
治
さ
ん

夏
休
み
ち
ゃ
ぐ
り
ん
フ
ェ
ス
タ

　地
域
と
子
ど
も
を
つ
な
ぐ

　
　
　
　

  

食
農
教
育
を
実
践

　
８
月
７
日
、
ひ
か
わ

あ
ぐ
り
キ
ッ
チ
ン

ふ
ぁ
み
ー
ゆ
で
「
夏

休
み
ち
ゃ
ぐ
り
ん

フ
ェ
ス
タ
」
を
開
催
し

ま
し
た
。
当
日
は
子
ど

も
17
名
と
保
護
者
７
名

が
参
加
し
、Ｊ
Ａ
女
性

部
員
４
名
も
調
理
補
助

と
し
て
サ
ポ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　
こ
の
取
り
組
み
は
、Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
が
推
進

す
る
子
ど
も
向
け
雑
誌
「
ち
ゃ
ぐ
り
ん
」
の

記
事
を
活
用
し
、食
や
農
業
へ
の
関
心
を
深
め
、

Ｊ
Ａ
を
よ
り
身
近
に
感
じ
て
も
ら
う
と
と
も

に
、
夏
休
み
の
思
い
出
づ
く
り
や
友
達
づ
く

り
の
場
と
し
て
開
催
し
て
い
ま
す
。

　
当
日
は
、「
ち
ゃ
ぐ
り
ん
」
８
月
号
の
内
容

を
用
い
た
食
農
ク
イ
ズ
で
盛
り
上
が
っ
た
ほ
か
、

Ｊ
Ａ
サ
テ
ラ
イ
ト
プ
ラ
ス
に
よ
る
科
学
あ
そ
び

 

鈴
な
り
の
枝
豆
、

  

力
い
っ
ぱ
い
引
き
抜
こ
う
！

　
７
月
28
日
、
あ
い
川
保
育
園
の
園
児
た
ち

が
、
園
の
畑
で
Ｔ
Ａ
Ｃ
職
員
の
指
導
の
も
と

枝
豆
の
収
穫
体
験
を
行
い
ま
し
た
。
こ
の
枝

豆
は
、
５
月
中
旬
に
園
児
た
ち
が
自
ら
種
を

ま
き
、
日
々
の
水
や
り
を
通
し
て
収
穫
を
心

待
ち
に
し
て
い
た
も
の
で
す
。

　
当
日
は
、Ｔ
Ａ
Ｃ
職
員
か
ら
「
５
月
に
み
ん

な
が
ま
い
た
種
が
、
こ
ん
な
に
大
き
く
育
ち

ま
し
た
。
根
元
を
し
っ
か
り
握
っ
て
、
力
を

込
め
て
引
き
抜
い
て
み
ま
し
ょ
う
」
と
説
明

し
ま
し
た
。

　
園
児
た
ち
は
小
さ
な
手
で
懸
命
に
根
元
を

つ
か
み
、
枝
豆
の
株
を
引
き
抜
き
ま
す
。
大

き
な
株
を
相
手
に
「
重
た
い
！
」
と
苦
戦
す

る
子
も
い
ま
し
た
が
、
そ
ん
な
と
き
は
「
一

緒
に
や
ろ
う
！
」
と
友
だ
ち
と
協
力
し
て
力

を
合
わ
せ
る
姿
が
見
ら
れ
ま
し
た
。
自
分
た

ち
で
育
て
た
枝
豆
を
収
穫
し
、
食
育
の
大
切

さ
を
学
ぶ
貴
重
な
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

の
ほ
場
で
、
自
動
操
舵
装
置
を
搭
載
し
た

ト
ラ
ク
タ
ー
を
使
用
し
、
田
ん
ぼ
ア
ー
ト

が
描
か
れ
ま
し
た
。

　
田
ん
ぼ
ア
ー
ト
の
舞
台
と
な
っ
た
の
は
、

出
雲
縁
結
び
空
港
を
離
着
陸
す
る
飛
行
機

か
ら
見
下
ろ
す
こ
と
が
で
き
る
地
域
で
す
。

１
４
０
ア
ー
ル
と
１
０
０
ア
ー
ル
の
２
区

画
の
田
ん
ぼ
に
、
そ
れ
ぞ
れ
島
根
県
観
光

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
「
し
ま
ね
っ
こ
」
の
イ
ラ

ス
ト
と
、
水
稲
の
新
品
種
「
つ
ぶ
き
ら
り
」

の
文
字
を
浮
か
び
上
が
ら
せ
ま
し
た
。

　
本
企
画
は
、
一
昨
年
に
続
き
今
回
が
２

回
目
で
、
青
年
連
盟
の
盟
友
で
も
あ
る
錦

織
さ
ん
が
、
盟
友
か
ら
公
募
し
た
デ
ザ
イ

ン
を
採
用
し
て
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
「
ト
ラ
ク
タ
ー
の
自
動
操
舵
装
置

を
活
用
し
た
作
業
体
験
」
も
兼
ね
て
お
り
、

当
日
参
加
し
た
盟
友
た
ち
に
と
っ
て
最
先

端
の
農
業
技
術
に
触
れ
る
貴
重
な
機
会
と

な
り
ま
し
た
。

　
作
業
で
は
、
あ
ら
か
じ
め
ほ
場
情
報
と

イ
ラ
ス
ト
の
デ
ー
タ
を
自
動
操
舵
装
置
に

入
力
し
、
耕
う
ん
が
始
ま
る
と
、
わ
ず
か

３
セ
ン
チ
の
誤
差
で
ト
ラ
ク
タ
ー
が
正
確
に

自
動
走
行
し
ま
し
た
。
参
加
し
た
メ
ン
バ
ー

は
交
代
で
最
新
技
術
を
体
験
し
、
設
計
図
通

り
の
緩
や
か
な
曲
線
や
直
線
を
描
き
な
が
ら
、

約
２
時
間
で
作
業
を
完
了
さ
せ
ま
し
た
。

　
自
動
操
舵
を
体
験
し
た
施
設
園
芸
農
家
の

玉
木
真
二
さ
ん
は
、「
普
段
は
使
わ
な
い
大
型

機
械
や
そ
の
機
能
に
触
れ
る
こ
と
が
で
き
、
大

変
勉
強
に
な
っ
た
。
大
規
模
経
営
の
農
家
に

と
っ
て
、
こ
の
技
術
は
作
業
効
率
を
大
き
く
高

め
る
強
力
な
味
方
に
な
る
と
思
う
」
と
、
そ
の

利
便
性
を
実
感
し
た
様
子
で
し
た
。

 

猛
暑
に
負
け
ず
野
菜
を
出
荷

　野
菜
等
出
荷
者
協
議
会

　
　
　
　

  

感
謝
の
集
い
開
催

　
８
月
20
日
野
菜
等
出
荷
者
協
議
会
は
、
荘
原

地
区
の
出
雲
空
港
ホ
テ
ル
で
、
日
ご
ろ
の
出
荷

活
動
を
労
い
会
員
同
士
の
親
睦
を
深
め
る
た
め
、

「
感
謝
の
集
い
」
を
開
催
し
ま
し
た
。
当
日
は
、

グ
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
へ
農
産
物
を
出
荷
す
る
会

員
ら
73
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
開
会
に
あ
た
り
、
高
橋
進
会
長
は
「
連
日
の

猛
暑
の
中
、
新
鮮

な
農
産
物
を
絶
え

ず
出
荷
し
て
く
だ

さ
り
心
か
ら
感
謝

し
ま
す
。
本
日
は

さ
さ
や
か
な
会
で

す
が
、
交
流
を
通

じ
て
親
睦
を
深
め

て
く
だ
さ
い
」
と
会
員
へ
の
労
い
の
言
葉
を

述
べ
ま
し
た
。

 

　
昼
食
会
で
は
、
出
雲
市
出
身
の
演
歌
歌
手
、

綿
貫
ゆ
か
さ
ん
に
よ
る
歌
謡
シ
ョ
ー
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
綿
貫
さ
ん
の
力
強
い
歌
声
で
オ

リ
ジ
ナ
ル
曲
「
花
鳥
風
月
〜
w
i
n
d 

o
f 

I
z
u
m
o
」や
時
代
劇
主
題
歌
の
メ
ド
レ
ー

が
披
露
さ
れ
る
と
、
会
場
は
大
い
に
盛
り
上

が
り
ま
し
た
。
客
席
を
回
っ
て
の
交
流
や
記

念
撮
影
な
ど
、終
始
楽
し
い
ひ
と
と
き
と
な
り
、

会
員
の
皆
様
は
日
頃
の
疲
れ
を
癒
や
し
、
英

気
を
養
い
ま
し
た
。

 

　
最
後
に
、
川
上
貴
史
生
活
部
長
が
あ
い

さ
つ
し
、「
先
日
の
お
盆
セ
ー
ル
で
も
多
く

の
お
客
様
に
ご
来
店
い
た
だ
き
ま
し
た
。

お
客
様
は
真
っ
先

に
産
直
コ
ー
ナ
ー

へ
足
を
運
ば
れ
ま

す
」「
グ
リ
ー
ン

セ
ン
タ
ー
は
、
皆

様
の
出
荷
が
あ
っ

て
こ
そ
成
り
立
っ

て
い
ま
す
」
と
感

謝
の
意
を
伝
え
、

会
を
締
め
く
く
り

ま
し
た
。

 

園
児
が
旬
の
ぶ
ど
う
を

  

収
穫
体
験 

伊
波
野
保
育
園

　
８
月
21
日
、
伊
波
野
地
区
の
ぶ
ど
う
ハ

ウ
ス
に
て
、
伊
波
野
保
育
園
の
年
長
組
園

児
24
名
を
招
い
た
ぶ
ど
う
収
穫
体
験
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
斐
川
ぶ
ど
う
生

産
組
合
青
年
部
、Ｊ
Ａ
し
ま
ね
斐
川
青
年
連

盟
お
よ
び
斐
川
地
区
本
部
が
、
食
農
教
育

の
一
環
と
し
て
企
画
し
た
も
の
で
す
。

　
園
児
た
ち
は
脚
立
に
上
り
、
大
切
に
育

て
ら
れ
た
巨
峰
の
房
へ
慎
重
に
鋏
を
入
れ

ま
し
た
。
手
に
し
た
瞬
間
の
ず
っ
し
り
と

し
た
重
み
に
驚
き
な
が
ら
も
、
収
穫
の
喜

び
を
笑
顔

で
分
か
ち

合
っ
て
い

ま
し
た
。

　
一
人
２

房
ず
つ
収

穫
し
た
園

児
に
対
し
、

青
年
部
の

田
代
稔
さ

ん
は
「
収

穫
体
験
の

思
い
出
を

家
族
と
話

し
な
が
ら
、
ぶ
ど
う
を
味
わ
っ
て
く
だ
さ
い
」

と
語
り
か
け
ま
し
た
。地
域
の
特
産
品
に
触
れ
、

豊
か
な
実
り
に
感
謝
す
る
貴
重
な
ひ
と
と
き

と
な
り
ま
し
た
。

  

実
り
の
秋
へ

　令
和
8
年
産
米
初
検
査
式

　
8
月
26
日
、
総
合
基
幹
施
設
に
て
令
和
8

年
産
米
の
初
検
査
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
今
回
の
初
検
査
で
は
、
島
根
県
の
銘
柄
米

で
あ
る
「
つ
や
姫
」「
つ
き
あ
か
り
」「
ヒ
メ

ノ
モ
チ
」「
峰
の
雪
も
ち
」
の
4
銘
柄
６
，
４

１
９
袋
が
検
査
場
に
並
び
ま
し
た
。

　
検
査
員
は
、
検
査
結
果
に
つ
い
て
「
米
の

粒
張
り
、
粒
揃
い
、
光
沢
、
充
実
度
は
平
年

並
み
で
あ
る
が
、
高
温
の
影
響
に
よ
り
、
心

白
粒
、
背
白
粒
、
腹
白
粒
、
基
部
未
熟
粒
が

多
く
見
受
け
ら
れ
る
」
と
報
告
し
ま
し
た
。

　
伊
勢
雅
和
本
部
長
は
「
検
査
は
、
消
費
者

や
卸
業
者
の
皆
様
に
安
心
し
て
購
入
し
て
い

た
だ
く
た
め
の
重
要
な
手
続
き
。
ま
た
今
後

の
米
の
需
給
に
は
注
視
す
る
必
要
が
あ
る
」

と
挨
拶
し
ま
し
た
。

　
J
A
し
ま
ね
は
、

米
の
需
給
・
価
格
の

安
定
を
は
か
り
、
早

期
契
約
・
販
売
ま
た

有
利
販
売
に
取
り
組

ん
で
い
く
考
え
で
す
。

　
健
や
か
な
生
活
の
た
め
に
！

　
　
　組
合
員
健
康
診
断
実
施

　
８
月
27
・
28
日
の
２
日
間
、Ｊ
Ａ
島
根
厚
生

連
健
康
管
理
セ
ン
タ
ー
に
て
組
合
員
健
診
を
実

施
し
ま
し
た
。

　
今
回
の
健
診
は
、
組
合
員
組
織
に
所
属
し
て

い
な
い
組
合
員
の
皆
様
を
対
象
と
し
た
も
の
で

す
。
市
の
「
特
定
健
診
」
に
併
せ
て
受
診
い
た

だ
け
る
よ
う
、
心
電
図
や
前
眼
部
Ｏ
Ｔ
Ｃ
検
査

と
い
っ
た
基
本
項
目
に
加
え
、
脳
梗
塞
の
早
期

発
見
に
役
立
つ
頸
動
脈
エ
コ
ー
検
査
な
ど
、
四

種
類
の
オ
プ
シ
ョ
ン
検
査
を
用
意
し
ま
し
た
。

　
当
日
は
２
日
間
で
計
64
名
の
方
に
受
診
い
た

だ
き
、日
頃
の
健
康
状
態
を
確
認
さ
れ
ま
し
た
。

受
診
さ
れ
た
方
か
ら
は
「
異
常
が
な
い
こ
と
が

分
か
る
と
、
安
心
し
て
日
々
の
生
活
を
送
る
自

信
と
な
る
」と
い
っ
た
声
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　
健
康
管
理
の
基
本
は
、
自
身
の
体
を
知
る
こ

と
か
ら
始
ま
り
ま
す
。
忙
し
い
毎
日
で
は
あ
り

ま
す
が
、
今
後
も
こ
う
し
た
機
会
を
積
極
的
に

活
用
し
、
い
つ
ま
で
も
健
や
か
で
実
り
あ
る
暮

ら
し
を
続
け
ま
し
ょ
う
。

　出雲市は、令和９年（2027）初夏、稗原地区
でトキを放鳥します。
　放鳥まで１年をきり、改めてトキの生態をは
じめ、放鳥・野生復帰に取り組む意義や活動内
容についてシリーズでお知らせします。

学　名　 ニッポニア・ニッポン
トキの歴史
　昔、トキは日本の各地で見ることができました
が、美しい羽や食用を目的とした狩猟、近代化に
伴うトキの生息環境に激変により徐々に生息数を
減らし、昭和 56 年（1981）に佐渡に生息してい
た最後の 5 羽が保護のために捕獲され、日本の空
からトキの姿は消えてしまいました。

出雲との関わり
　江戸時代中期に編さんされた『出雲国産物帳』
にトキは「紅鶴」と記載されています。同時に「白
からす」や「牛からす」という方言名も併記され
ており、出雲地方においてトキは広く身近な存在
であったことがうかがえます。
　近代においては、大正時代に発行された『島根
県誌』において、「宍道湖にはしばしばトキ、ハク
チョウが来る」と記載されており、その頃までト
キが生息していた記録があります。

トキのエサ
　トキは肉食の鳥であり、田んぼや湿地にすむ生
き物を食べます。稲や野菜は食べません。

羽の色
　トキの羽の色は「トキ色」と呼ばれる淡い桃色
をしていますが、繁殖期を迎える 1 月頃には、首
の後ろあたりから出る分泌物を自分で体に塗り付
け、黒灰色に変化します。

トキがエサを採る場所
　トキは主に田んぼでエサを採ります。
　稲が生長する夏は、足の短いトキは田んぼに入
ることができず、周辺のあぜや草地、ビオトープ
や田んぼ内の土水路でエサを採ることが増えます。

未来未来 第2回

トキトキ 舞う舞うが

へ

トキってどんな鳥？

いずも
トキファンクラブ
LINE会員
募集中！

【お問い合わせ】
出雲市政策企画課プロジェクト推進室
TEL 0853-21-6079

▶▶
7月～12月頃のトキ 1月～ 6月頃（繫殖期）のトキ

画像提供：環境省

学名に「ニッポン」の名を持つ鳥はトキのみであり、
まさに日本を代表する鳥と言えます。

斐川地区本部のページ 斐川地区本部のページ

15



本店⇔地区本部異動【令和８年９月１日付】
氏　名 新　　任 旧　　任

草野　小夜 本店リスク管理部債権管理課 本店付  企画総務部企画管理課（斐川駐在）

本店⇔地区本部異動【令和８年９月15日付】
氏　名 新　　任 旧　　任

江川慎之助 本店監査部 本店付  企画総務部企画管理課（斐川駐在）

地区本部内異動（有期雇用職員）【令和８年９月１日付】
氏　名 新　　任 旧　　任

中濱　章子 営農部営農第一課 営農部営農企画課
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